
   

感謝の気持ちを忘れずに時代を切り拓こう！ 

 『光陰矢のごとし』とは上手く言ったものです。今年もあと２か月。昨年の今頃は、『板山小学

校移転５０年・創立１５０周年記念式典』が行われていました。あれからもう一年が経ちました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

と式典の中で話しました。今年は、その次なる５０年・１００年のスタートの年でした。インクル

ーシブ運動会、児童会会則の見直し、奈良・兵庫への修学旅行など、時代に合った新しい取組に挑

戦する子どもたちの姿に日々感動しています。先人への感謝の気持ちを忘れずに、ともに新しい時

代を切り拓いていこう！ 
 

 

 

学年 主な内容 

１年生 
『秋まつり』と題して、児童が作ったどんぐりカーやまつぼっくり釣

り等の体験ができます。一緒に遊びましょう。 

２年生 
生活科の学習で児童が作ったおもちゃで遊ぶことができます。ぜひ、

遊びに来てくださいね。 

３年生 
社会見学で学んだ内容をグループに分かれて発表します。中学年とし

て成長した姿をぜひ見に来てくださいね。 

４年生 
総合的な学習の時間を使って学びを広げたり、深めたりした『福祉』

に関する発表を行います。 

５年生 
 テーマ『環境』に基づき、グループごとに調べた内容を発表します。
私たちと一緒にまずできることから始めましょう。 

６年生 
『パスポートは好奇心』と題して、さまざまな国について発表を行いま
す。日本のことだけにとどまらず、海外のことについても、体験しても
らいながら紹介します。 

※ 後日、プログラムが配付されますので、会場等の詳細は、そちらでご確認ください。 

 

板山っ子だより 
半田市立板山小学校 

令和８年度 

学校だより １１月号 

令和８年１１月２日発行 

【お知らせ】よもぎまつりの取組概要について 

今年は、本校にとって、現板山公民館からの校舎移転５０年及び創立１５０周年を迎え
る記念すべき年となりました。また、今年は、戦後８０年を迎える年でもあります。戦艦

「大和」元乗組員の八杉康夫さんは、次のような名言を残されました。 

『若者よ、君たちが生きる今日という日は、死んだ戦友たちが生きたかった未来だ。』 
本校の歴史と伝統は、戦争を知らない私たちの想像を絶する困難や絶望を必死な想いで

乗り越えてきた方々の礎のもとに成り立っているのです。本校の歴史と伝統を紡いできた
すべての方々に敬意を表するとともに、次なる５０年・１００年を目指し、先行き不透明
な時代を生き抜くことのできる自立した子どもたちの育成を地域とともに推進していきた
いと考えています。 



 

    
【１１月の主な行事予定】  

月／日 曜日 予  定 月／日 曜日 予  定 

１１／１ 日  １６ 月 代休（よもぎまつり） 

  ２ 月 朝会 １７ 火 にこもぐＧＴ出前授業（３年） 

  ３ 火    文化の日   １８ 水 
⑤警察出前授業（３年） 

⑤⑥がん教育（６年） 

  ４   水 
 

  １９ 木 
②中電出前授業（６年） 

代表委員会・食の指導（５－２） 

  ５ 木 ⑥クラブ   ２０ 金 

社会見学（４年） 

食の指導（５－１） 

きりんの会読み聞かせ（２年） 

  ６ 金 火災避難訓練（予）   ２１ 土 あいちウィーク 

  ７ 土 半田産業まつり   ２２ 日  

  ８ 日    ２３ 月    勤労感謝の日 

  ９ 月 朝会・個人登校（３週間）   ２４ 火  県民の日学校ホリデー 

 １０ 火 口座振替日   ２５ 水 
 修学旅行①（６年） 

 ③中電出前授業（５年） 

１１ 水    ２６ 木  修学旅行②（６年） 

１２ 木 ⑥委員会（ワックスがけ） ２７ 金 社会見学（１・２年） 

１３ 金 
きりんの会読み聞かせ（２年） 

５時間授業 
２８ 土 

 

１４ 土 よもぎまつり ２９ 日  

１５ 日 

 

３０ 月 

朝会（人権）・通学団登校再開 

③④人権講話（則竹さん） 

冬の体力づくり（～12/18）  

来月の１２月４日（金）から１０日（木）まで人権週間です。人権週間の目的は、『一人ひ

とりが生まれたときからもっている「自分らしく生きる権利」や思いやりの大切さを理解し、

人権尊重思想を全国的に広めること』にあります。 

その人権週間に先立って、今月３０日に則竹崇智さんによる『いのちの授業』を行います。

既に保護者の皆さんには、ご案内をさせていただいたところではありますが、地域の方々も希

望があれば、本校教頭までご連絡ください。是非、お話を聞いていただき、いのちの大切さを

あらためて感じる機会となれば幸いです。そして、私たちが日常における「当たり前」は決し

て当たり前ではないことを再確認し、当たり前に気付き、感謝できる人であり続けるためのき

っかけとしたいものです。 

【講師の則竹崇智（のりたけ たかとし）さんについて】 
 平成２８年１０月２６日、一宮市内で横断歩道を横断中にスマートフォンでゲームをしな

がら運転していた普通貨物自動車にはねられて亡くなった小学生（当時９歳）の父親。 

 交通事故遺族のメッセージを YouTube（ユーチューブ）愛知県警公式チャンネルで動画配信

するなど、「ながらスマホ」の危険性を訴え続けている。 


